


























































































































































































これに対して、中国、 ASEAN ４カ国さらに NIEs
はどんどん成長している。中国は2020年以降も、年率
































































































































































































































































































































































TAMA の事務所を世界につくって、 TAMA の企業を
世界的に出していくということをしています。
３つ目は、やはり甘えてはいけないということで、
ファンドをつくりました。これはファンドを、現在20
億円のファンドをつくりましたが、 TAMA ファンド
というのをつくりました。多摩地域には地銀がなく、
信用金庫が２あるだけ。このファンドは、我々が目利
きになって、資産担保をとらない金融の制度です。す
でに16件動かしていて、成功事例も出てきました。や
はりこういうふうに具体的に民間の経費をつかってフ
ァンドでも必ず戻すファンドをするということをきち
っとやらないと甘えてしまって、具体的な地域の活性
にならない。
４　大学を活用した産業活性化へ
－NAZEと地域連携がポイント！－
私は、長岡に何をサジェスチョンしたらいいのかわ
からなかったのですが、今日いらしているかはわかり
ませんが、総合プロデューサーの島田さんが、長岡の
地域産業事業の要綱と試案として出されています。こ
れには長岡市産業活性化協議会（ NAZE ）というの
がありますが、ここに相当きちんとしたプランがすで
にあるようです。そのプランをいかにだれがいつ実行
するかという時期に現在来ているので、これをきちっ
とすべきだと私は思います。大変よく出来ていると感
心したのは、20万人都市の長岡に、高専を含めて４つ
の大学があるということです。こんな地域は20万都市
にはないです。これはすごい。しかもこの４つの大学
がいろあいが全部違うというところがいいです。長岡
大学は経済・経営でマーケティング、技術・企画は長
岡技術科学大学、それからデザインは長岡造形大学、
試作指導は高専という役割分担。色合いの違った大学
をうまく、はやく使う。民間団体と市が、タクトをとっ
てやっていく。このアイデアをだれがリーダーとなっ
てやるかを是非決めるべきだと思います。でなければ
こんなに大きな絵があっても、実行しなければ意味が
ない。ぜひそういう意味で、きちっとした絵を実行に
移していただきたいと思います。その他にも、リタイ
アした先生のアイデアを使おうとか、いろいろ書かれ
ていますが、担い手がわからない。
それから、新潟市や燕・三条との地域連携が欠けて
いる。あるいは東京圏との連携が欠落している。そこ
は是非きちんとしなければいけない。さらに、国策と
9の関連、国策の活用、この点が抜けている。そこをき
ちんとすべきである。それができて、計画の年次予定
と詳細化が必要です。ブレイクダウンですね。ブレイ
クダウンの計画ができれば、計画に対するヒト、モノ、
カネの手当をきちんとしていく。ぜひ、十分、議論し
ていい結論を出していただきたい。
１時間ということで、これで私の話を終わらせてい
ただきます。どうも聴講ありがとうございました。
（中見出し等文責は原田誠司）
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